
楊
雄

｢答
劉
歌
書
｣
詳
注

｢答
劉
歌
書
｣
は
､
『翰
軒
使
者
絶
代
語
樗
別
図
方
言
』
(以
下

『方
言
』
と
略
構
)

の
附
録
及
び

『古
文
苑
』
(九
巻
本
巻
五
､
二
十

一
巻
本
巻
十
)
に
収
め
ら
れ
た
､

劉
歌
の

｢輿
楊
雄
書
｣
(『方
言
』
附
録
)
に
封
す
る
返
書
で
あ
る
.
内
容
は

『方

言
』
編
纂
の
経
過
や
方
法
を
説
-
と
と
も
に
､
他
に
見
ら
れ
な
い
楊
雄
の
博
記
記

事
を
含
ん
で
い
る
｡
文
章
は

『文
心
離
龍
』
書
記
に
司
馬
遷
の

｢報
任
安
吾
｣
な

ど
と
と
も
に

｢志
気
奨
桓
､
各
含
殊
采
､
鼓
梓
軸
乎
尺
素
､
抑
揚
乎
寸
心
｣
と
讃

え
ら
れ
て
い
る
｡
な
お
､
宋
の
洪
遇
は

『容
膏
三
筆
』
(巻
十
五

･
別
園
方
言
)
で

こ
の
書
簡
の
偶
作
を
疑
っ
た
が
､
戴
窯
は

『方
言
疏
謹
』
に
お
い
て
そ
れ
を
駁
し

て
い
る
｡

本
文
は

｢古
今
逸
史
｣
(
1
九
三
七
年
､
上
海
商
務
印
書
館
影
印
､
影
印
元
明
善
本

叢
書
本
)
所
収

『輸
軒
使
者
絶
代
語
搾
別
図
方
言
』
附
録
に
接
-
､
以
下
の
書
を

参
照
の
上
､
適
宜
分
段
し
た
｡

『輸
軒
使
者
絶
代
語
鐸
別
図
方
言
』
十
三
番

(
T
九
九
八
年
､
科
研
費
研
究
成

果
報
告
書

『中
国
に
お
け
る
言
語
地
理
と
人
文

･
自
然
地
理
』
第
二
分
筋

｡

佐
藤
進
編

｢宋
刊
方
言
四
種
影
印
集
成
｣
影
印
､
静
嘉
堂
文
庫
職
影
宋
抄
本
)

『古
文
苑
』
九
巻

(
1
八
七
九
年
､
楊
守
敬
刊
本
)
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嘉

瀬

達

男

『古
文
苑
』
二
十

1
巻
､
章
樵
注

(
四
部
叢
刊
本
)

『方
言
疏
讃
』
戴
震

(
1
九
九
四
年
､
景
山
書
証

『戴
震
全
書
三
』
二

九
九
七

年
､
清
華
大
挙

『戴
震
全
集
五
』)

『重
校
方
言
』
丁
木
州
｡
慮
文
謂

(抱
経
堂
叢
書
本
)

『方
言
葺
疏
』
鏡
緯

(
1
九
九

1
年
､
中
華
書
局
)

『方
言
校
等
』
周
組
謀

(
1
九
九
三
年
'
中
華
書
局
)

『中
園
歴
代
語
言
文
字
畢
文
選
』
洪
誠

(『洪
誠
文
集
』
所
収
､
二
〇
〇
〇
年
'

江
蘇
古
籍
出
版
社
)

『揚
雄
集
校
注
』
張
震
滞

(
1
九
九
三
年
､
上
海
古
籍
出
版
社
)

『新
諾
揚
子
雲
集
』
菓
幼
明

(
1
九
九
七
年
､
三
民
書
局
)

『揚
雄
文
集
等
注
』
郡
文

(
二
〇
〇
〇
年
､
巴
萄
書
証
)

『揚
雄
集
校
注
』
林
貞
愛

(
二
〇
〇
一
年
､
四
川
大
挙
出
版
社
)

(-)

雄
叩
頭
｡
賜
命
謹
至
｡
叉
告
以
田
儀
事
､
事
窮
菟
白
､
案
顛
出
､
甚
厚
甚
厚
｡

(2)

田
儀
輿
雄
同
郷
里
､
幼
稚
為
隣
､
長
文
相
愛
o
硯
親
動
精
采
､
似
不
馬
非
者
｡
故

七
五



楊
雄

｢答
劉
歌
書
｣
讃
注

(3)

(4)

拳
至
日
､
雄
之
任
也
｡
不
意
淫
迩
暴
於
官
朝
､
令
聾
者
懐
破
而
低
眉
､
任
者
含
馨

(5)

而
菟
舌
｡
知
人
之
徳
､
尭
猶
病
諸
､
雄
何
葱
鳶
｡
叩
頭
叩
頭
｡

雄
叩
頭
す
｡
命
を
賜
は
-
謹
し
み
至
る
｡
又
た
告
ぐ
る
に
田
儀
の
事
を
以
て
し
､

事

窮
ま
-
寛

に

白

ら
か
に
し
て
､
実

額
は
れ
出
で
､
甚
だ
厚
し
甚
だ
厚
し
｡

田
儀
は
雄
と
郷
里
を
同
じ
う
し
､
幼
稚
よ
-
隣
を
為
し
､
長
じ
文
し
て
相
愛
し
む
｡

や
や

硯
親
す
る
に
動
も
す
れ
ば
精
采
あ
-
て
､
非
を
為
さ
ざ
る
者
に
似
た
-
｡
故
に
拳

あ
ら
は

はぢ

日
に
至
る
は
､
雄
の
任
な
-
｡
淫
速
の
官
朝
に
暴

れ

､
拳
ぐ
る
者
を
し
て

族

を

懐

ま

き
て
眉
を
低
れ
し
め
､
任
ず
る
者
を
し
て
馨
を
含
み
て
舌
を
菟
げ
し
む
る
を
意
は

ず
｡
人
の
徳
を
知
る
は
､
亮
す
ら
猶
は
誇
れ
を
痛
む
に
､
雄

何
ぞ
恋
ぢ
ん
や
｡

叩
頭
叩
頭
｡

雄

伏
し
て
申
し
上
げ
ま
す
｡
玉
札
を
賜
り
恐
縮
の
極
み
に
存
じ
ま
す
｡
ま
た
､

田
儀
の

(官
婦
と
私
通
し
､
窺
盗
を
は
た
ら
い
た
)
事
件
が
究
明
を
終
え
､
明
白

に
な
-
､
案
件
に
付
さ
れ
た
と
の
こ
と
､
御
知
ら
せ
い
た
だ
き
厚
-
厚
-
御
憧
い
いと
お

た
し
ま
す
｡
田
儀
は
私
と
同
郷
で
､
幼
い
頃
よ
-
近
隣
に
住
ま
わ
-
､
と
も
に

愛

し
み
つ
つ
成
長
い
た
し
ま
し
た
｡
望
み
見
ま
す
と
往
々
に
し
て
風
采
さ
え
備
え
､

過
ち
を
な
す
者
と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
｡
で
す
か
ら
推
挙
を
行
う
に
至
り
ま
し

た
の
は
､
全
て
私
の
責
任
で
ご
ざ
い
ま
す
｡
ま
さ
か
朝
廷
の
官
を
汚
し
､
ふ
し
だ

ら
な
振
舞
い
を
な
し
､
推
挙
し
た
者
は
眉
を
ひ
そ
め
て
赤
面
し
､
任
じ
た
者
は
聾

を
呑
ん
で
洗
獣
す
る
こ
と
に
な
る
と
は
思
い
も
よ
-
ま
せ
ん
で
し
た
｡
人
物
を
知

る
こ
と
は
､
か
の
尭
帝
も
難
し
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
が
､
私
と
し
ま
し
て
も
何

と
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
｡
た
だ
た
だ
陳
謝
申
し
上
げ
ま
す
｡

七
六

(-
)
劉
歌
の

｢輿
楊
雄
書
｣
(『方
言
』
附
録
)
に

｢拝
受
詔
､
妥
五
官
郎
中
田
儀
典

官
婦
陳
徴

･
賂
鰐
等
私
通
､
盗
刷
越
巾
事
､
即
其
夕
貴
蹄
府
｣
と
あ
る
事
件
を
言

う
｡
田
儀
は

『撃
陽
同
志
』
益
梁
寧
三
州
先
漠
以
来
士
女
目
録
に

｢其
侍
郎
田
儀
､

楊
得
意
､
無
善
事
在
中
也
｣
と
見
え
る
｡

(2
)
｢愛
｣
は
も
と

｢更
｣
に
作
る
が
､
『古
文
苑
』
(九
巻
本
､
二
十

一
巻
本
｡
以
下
､

南
本
と
も
同
じ
場
合
は
注
記
し
な
い
)
に
よ
-
攻
め
る
｡

(3
)
も
と

｢迩
汗
｣
に
作
る
が
､
『古
文
苑
』
に
よ
-

｢汗
｣
字
を
削
る
｡

(4
)
｢令
聾
者
懐
妓
｣
は
も
と

｢今
聾
者
懐
報
｣
に
作
る
｡
戴
震

『方
言
疏
護
』
が
文

義
に
よ
-

｢今
｣
を

｢令
｣
に
改
め
､
『古
文
苑
』
が

｢報
｣
を

｢簸
｣
と
す
る
の

に
従
う
｡

(5
)
『筒
音
』
皐
陶
譲
に

｢皐
陶
日
､
都
､
在
知
人
､
在
安
民
｡
霞
目
､
呼
､
威
若
時
､

惟
帝
其
難
之
｣
と
あ
-
､
『論
語
』
薙
也
に

｢尭
舜
其
猪
病
諸
｣
と
あ
る
の
に
基
づ

O
./

二

(I)

(2
)

又
敷
以
殊
言
十
五
番
､
君
何
由
知
之
｡
謹
掃
誠
底
裏
､
不
敢
達
信
｡
雄
少
不
師

章
句
､
亦
於
五
経
之
訓
所
不
解
｡
常
闇
先
代
輪
軒
之
使
奏
籍
之
書
､
皆
減
於
周
秦
(3)

之
室
､
及
其
破
也
､
遺
棄
無
見
之
者
｡
濁
萄
人
有
厳
君
平
､
臨
邦
林
間
翁
濡
者
､

深
好
訓
話
､
滑
見
輸
軒
之
便
所
奉
言
｡
翁
濡
輿
雄
外
家
牽
連
之
親
｡
又
君
平
過
誤
､

有
以
私
通
､
少
而
輿
雄
也
.
君
平
財
有
千
言
耳
｡
翁
確
梗
概
之
法
略
有
｡
翁
滞
往

数
歳
死
､
婦
萄
郡
掌
氏
子
､
無
子
而
去
｡

(4)

而
雄
始
能
草
丈
､
先
作
願
邸
銘
､
三
相
煩
､
階
閣
銘
､
及
成
都
城
四
隅
銘
｡
萄

人
有
楊
荘
者
､
為
郎
､
謂
之
於
成
帝
｡
成
帝
好
之
'
以
為
似
相
如
､
雄
途
以
此
得

(5
)

(6
)

外
見
｡
此
敗
者
皆
都
水
君
常
見
也
｡
故
不
復
奏
｡

叉
た
赦
す
る
に
殊
言
十
五
巻
を
以
て
す
る
は
､
君

何
に
由
り
て
か
之
を
知
る



や
｡
謹
し
ん
で
蹄
誠
底
裏
も
て
､
敢

へ
て
蓮
信
せ
ず
｡
雄

少
き
よ
-
章
句
を
師

か
つ

と
せ
ず
､
亦
た
五
経

の
訓
に
於

い
て
解
せ
ざ
る
所
あ
-
｡
常
て
間
-
､
先
代
の
翰

軒
の
使

の
奏
籍
す
る
の
書
､
皆
な
周
秦
の
室
に
戒
さ
る
る
も
､
其
の
破
る
る
に
及

ぶ
や
､
遺
棄
せ
ら
れ
て
之
を
見
る
者
無
し
､
と
｡
猪
だ
萄
人
に
厳
君
平
､
臨
邦
の

林
間
翁
濡
な
る
者
有
-
､
深
-
訓
話
を
好
み
､
猶
は
翰
軒
の
優
の
奉
ぜ
し
所
の
言

を
見
る
｡
翁
蒲
は
雄
と
外
家
に
し
て
牽
連
の
親
な
-
｡
又
た
君
平
は
過
誤
に
も
､

.ll.づ

私
を
以
て
遇
す
る
こ
と
有
-
七
､
少
-
し
て
雄
に
輿
ふ
｡
君
平
は
財

か
に
千
言
有

る
の
み
｡
翁
蒲
は
梗
概

の
法

略
ぼ
有
-
｡
翁
濡

往
に
数
歳
に
し
て
死
し
､
萄

郡
の
華
氏
の
子
を
婦
と
す
る
も
､
子
無
-
し
て
去
る
｡

而
し
て
雄

始
め
能
-
文
を
草
し
､
先
づ
嚇
邸
銘
､
王
侶
煩
､
階
闇
銘
､
及
び

成
都
城
四
隅
銘
を
作
る
｡
萄
人
に
楊
荘
な
る
者
有
-
､
郎
為
り
て
､
之
を
成
帝
に

話
す
｡
成
帝
之
を
好
み
､
以
て
相
如
に
似
た
-
と
為
し
､
雄

途
に
此
を
以
て
外

ま
み

か
つ

に
見
ゆ
る
を
得
｡
此
の
敗
者
は
皆
な
都
水
君
常

て
見
る
な
-
｡
故
に
復
た
奏
せ
ず
｡

ま
た
､
救
命
に
て

『殊
言
』
十
五
巻
を
御
所
望
と
の
こ
と
で
す
が
､
ど
の
よ
う

に
し
て
こ
の
書
の
こ
と
を
御
知
-
に
な

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
｡
謹
ん
で
衷
心
よ
り

誠
意
を
も

っ
て
御
鷹
え
し
､
決
し
て
御
期
待
を
裏
切
る
こ
と
な
ど
い
た
し
ま
せ
ん
｡

私
は
若

い
頃
よ
-
章
句
を
治
め
ず
､
五
経
の
訓
話
に
は
通
じ
な
い
所
が
ご
ざ

い
ま

し
た
｡
古
え
に
は
軽
車
に
乗

っ
た
使
者
が
お
-
､
奏
上
し
記
録
し
た
書
籍
は
い
ず

れ
も
周
秦
の
宮
室
に
収
蔵
さ
れ
ま
し
た
が
､
宮
室
が
破
壊
さ
れ
た
後
､
書
籍
は
捨

て
置
か
れ
顧
み
ら
れ
な
か

っ
た
と
曾
て
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
｡
た
だ
葛
の
厳

君
平
と
臨
邦
の
林
間
翁
滞
だ
け
は
､
深
-
訓
話
を
好
み
､
な
お
も
軽
車

の
使
者
の

奏
上
し
た
言
群
を
見
て
お
-
ま
し
た
｡
翁
環
は
私
の
家
の
外
戚
で
､
誼
み
の
あ
る
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親
族
で
す
｡
ま
た
厳
君
平
に
は
過
分
に
も
御
好
意
を
も

っ
て
接
遇

い
た
だ
き
､
年

若

い
頃
に

(使
者
の
言
軒
を
)
戴
き
ま
し
た
｡
君
平
は
軽
車
の
使
者
の
語
は
わ
ず

か
に
千
字
を
も

つ
ば
か
-
で
し
た
が
､
翁
環
に
は
そ
の
梗
概
が
ほ
ぼ
あ
-
ま
し
た
｡

翁
清
は
数
年
し
て
既
に
亡
-
な
-
､
葛
の
掌
氏
の
子
を
妻
と
し
ま
し
た
が
､
子
の

な
い
ま
ま
世
を
去
-
ま
し
た
｡

初
め
私
は
作
文
を
よ
-
し
､
ま
ず

｢嚇
邸
銘
｣
｢王
侶
頒
｣
｢階
閲
銘
｣
と

｢成

都
城
四
隅
銘
｣
を
草
し
ま
し
た
｡
葛
に
は
郎
と
な

っ
て
い
た
楊
荘
と
い
う
者
が
秦

-
､
こ
れ
ら
の
作
品
を
成
帝
の
前
で
譲
涌
い
た
し
ま
し
た
｡
成
帝
は
お
気
に
召
さ

れ
､
司
馬
相
如
に
似
て
い
る
と
の
こ
と
で
､
遂
に
拝
謁
を
許
さ
れ
た
の
で
す
｡
こ

れ
ら
の
作
品
は
､
都
水
君

(劉
向
)
が
か
つ
て
見
て
お
-
ま
す
の
で
､
再
び
は
奏

上

い
た
し
ま
せ
ん
｡

(-
)
劉
歌
の

｢輿
楊
雄
書
｣
に

｢眉
間
子
雲
濁
採
集
先
代
緒
言
､
異
国
殊
語
､
以
薦

十
五
巻
､
其
所
解
略
多
臭
､
而
不
知
其
目
｡
-
…
今
謹
使
密
人
奉
手
書
､
願
頗
輿

其
最
目
､
得
傭
人
篠
､
令
聖
朝
留
明
明
之
典
｣
と
あ
る
｡

(2
)
｢蹄
誠
｣
は
劉
向
の

｢九
歎
｣
逢
粉
に

｢轍
桂
羅
以
顛
覆
骨
､
有
褐
信
両
帝
誠
｣

と
あ
-
､
誠
意
を
寄
せ
る
こ
と
｡
｢底
裏
｣
は

『後
漢
書
』
賓
融
博
に

｢自
以
底
裏

上
露
､
長
無
菌
介
｣
と
あ
-
､
李
賢
は

｢底
裏
皆
露
､
言
無
痛
隠
｣
と
注
す
る
｡
胸

底
の
真
心
を
言
う
｡

(3
)
厳
君
平
は
､
荘
連
､
字
君
平
の
こ
と
｡
後
漠
明
帝
の
音

｢荘
｣
を
避
け
､
厳
と

改
め
ら
れ
て
い
る
.
『漢
書
』
王
貢
両
翼
飽
博
と

『華
陽
闘
志
』
巻
十
上

(先
賢
士

女
)
に
見
え
る
｡
林
間
翁
蒲
は

『華
陽
囲
志
』
巻
十
上

(先
賢
士
女
)
に
記
事
が

あ
る
｡

(4
)
四
作
は
全
て
逸
亡
｡
｢王
侶
｣
は
楊
雄

｢甘
泉
賦
｣
や

『港
南
子
』
本
鰹
訓
に
､

｢王
爾
｣
と
見
え
る
巧
匠
の
名
で
あ
ろ
う
と
洪
誠

『中
開
歴
代
語
言
文
字
畢
文

選
』
に
言
う
｡
｢階
閲
｣
は
階
段
と
宮
中
の
小
門
を
指
し
､
宮
中
を
意
味
す
る
｡

七
七



楊
雄

｢答
劉
歌
書
｣
等
注

(5
)
『文
選
』
巻
七
､
｢甘
泉
賦
｣
の
李
周
翰
注
に
は

｢揚
雄
家
貧
好
学
毎
制
作
慕
柏

如
之
文
､
嘗
作
鯨
竹
煩
｡
成
帝
時
直
宿
郎
楊
荘
､
諏
此
文
｡
帝
日
､
此
似
相
如
之

文
｡
荘
日
､
非
也
｡
此
臣
邑
人
楊
子
雲
｡
帝
郎
召
見
､
奔
馬
黄
門
侍
郎
｣
と
あ
る
.

(6
)
都
水
君
は
劉
向
の
こ
と
｡
『漢
書
』
本
俸
に

｢向
以
故
九
卿
召
舞
島
中
郎
､
使
領

護
三
輔
都
水
｣
と
あ
-
､
｢戦
国
策
書
録
｣
な
ど
に

｢護
左
都
水
使
者
光
線
大
夫
臣

向
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
｡

三

雄
薦
郎
之
歳
､
自
奏
､
少
不
得
撃
､
而
心
好
沈
博
絶
麗
之
文
｡
願
不
受
三
歳
之

奉
､
且
休
脱
直
事
之
額
､
得
牽
心
廉
意
､
以
自
克
就
｡
有
詔
､
可
不
奪
奉
'
令
蘭

(-)

書
賜
筆
墨
鎖
六
常
､
得
親
書
於
石
室
｡
如
是
後

一
歳
､
作
繍
補
､
憲
節
､
龍
骨
之

(2)

銘
詩
三
章
､
成
帝
好
之
､
遂
得
表
意
｡

ニ,二

故
天
下
上
計

･
孝
廉
及
内
郡
衝
卒
合
者
､
雄
常
把
三
寸
弱
翰
､
斎
池
素
四
尺
､

(4)

(5
)

以
間
其
異
語
｡
蹄
印
以
鉛
摘
次
之
於
案
､
二
十
七
歳
於
今
兵
｡
而
語
言
或
交
錯
相

反
､
方
覆
論
思
､
詳
悉
集
之
､
燕
其
疑
｡

雄
の
郎
為
る
の
歳
､
自
ら
奏
す
ら
-
､
少
-
し
て
学
ぶ
こ
と
を
得
ざ
る
も
､
心

に
沈
博
絶
腰
の
文
を
好
む
｡
願
は
-
は
三
歳
の
奉
を
受
け
ず
､
且
つ
直
事
の
額
を

休
み
脆
し
､
心
を
轟
に
し
意
を
庚
む
る
を
得
､
以
て
自
ら
克
-
就
さ
ん
､
と
｡
詔

有
-
て
､
奉
を
奪
は
ざ
る
を
可
と
し
､
伺
書
を
し
て
筆
墨
と
鎖
六
寓
を
賜
ひ
､
書

かく

を
石
室
に
観
る
こ
と
を
得
し
む
｡
是
の
如
-
に
し
て
後

一
歳
､
繍
補
､
憲
節
､
龍

骨
の
銘
詩
三
章
を
作
る
に
､
成
帝
之
を
好
み
､
遂
に
意
を
悉
-
す
を
得
｡

-J･J･I

故
に
天
下
の
上
計

･
孝
廉
及
び
内
郡
の
衛
卒
の
合
す
る
者
､
雄

常
に
三
寸
の

も
た
ら

弱
翰
を
把
-
'
油
素
四
尺
を
斎
し
'
以
て
其
の
異
語
を
間
ふ
｡
掃
-
て
即
ち
鉛
を

七
八

以
て
之
を
葉
に
摘
し
次
し
､
今
ま
で
二
十
七
歳
な
-
｡
而
れ
ど
も
語
言
或
い
は
交

あ
ま
ね

やす

錯
し
相
反
す
れ
ば
､
方

-

論
思
を
覆
し
､
詳
悉
に
之
を
集
め
､
其
の
疑
ひ
を
燕

ん

ず
｡私

は
郎
と
な
-
ま
し
た
年
に
､
自
ら
奏
上
し
て
お
願

い
を
い
た
し
ま
し
た
｡

｢若
き
時
に
学
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
､
生
来
康
博
で
落
ち
着

き
､
美
麗
な
文
を
好
み
ま
し
た
の
で
､
三
年
間
の
俸
禄
を
尉
返
し
て
､
嘗
直
の
任

務
を
休
み
､
心
に
思
う
通
-
存
分
に
学
び
､
自
ら
の

(学
問
を
)
成
就
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
｣
と
｡
詔
に
よ
っ
て
こ
の
依
願
は
許
可
さ
れ
'
俸
線
は
支
給
さ
れ
た

上
､
蘭
書
よ
-
筆
墨
と
六
寓
鎖
を
戴
き
､
石
室
の
書
物
の
閲
覧
が
許
さ
れ
ま
し
た
｡

そ
の
よ
う
に
し
て

1
年
を
過
ご
し
た
後
､
繍
補
､
霊
節
､
龍
骨
の
銘
詩
三
章
を
作

-
ま
し
た
と
こ
ろ
､
成
帝
は
こ
れ
を
好
ま
れ
､
遂
に
志
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
｡

そ
こ
で
上
京
し
て
き
た
各
地
の
上
計
､
孝
廉
と
内
郡
出
身
の
衛
卒
が
集
ま
る
時
､

私
は
い
つ
も
三
寸
ほ
ど
の
小
筆
と
四
尺
の
白
絹
を
手
に
も
ち
､
標
準
と
は
異
な
る

彼
ら
の
言
葉
を
調
べ
ま
し
た
｡
蹄
宅
後
す
ぐ
に
鉛
粉
を
用
い
木
膿
に
整
理
し
て
摘

録
し
､
今
に
至
る
ま
で
二
十
七
年
に
及
ん
で
い
ま
す
｡
し
か
し
な
が
ら
言
語
は
錯

綜
し
矛
盾
し
て
い
ま
す
の
で
､
も
れ
な
-
繰
-
返
し
熟
考
し
､
あ
ら
ゆ
る
知
識
を

集
め
て
疑
問
を
解

い
た
の
で
す
｡

(-
)
｢石
室
｣
は
も
と

｢石
渠
｣
に
作
る
が
､
『文
選
』
巻
六

｢貌
都
賦
｣
の

｢石
室
｣

に
劉
達
が
注
し
､
｢揚
雄
遣
劉
歌
書
日
､
得
観
書
於
石
室
｣
と
見
え
る
の
で
攻
め
る
｡

(2
)
『古
文
苑
』
章
樵
注
は

｢繍
補
､
疑
是
梱
裾
之
窺
､
加
繍
其
上
.
蛋
節
'
登
等
杖

也
｡
-
-
龍
骨
､
水
車
也
｡
禁
苑
池
沼
中
或
用
以
引
水
｡
銘
詩
今
亡
､
不
可
復



致
｣
と
言
う
Q

(3
)
｢油
素
｣
は
も
と

｢素
油
｣
に
作
る
が
､
『文
選
』
巻
五

｢呉
都
賦
｣
の

｢蒙
素
｣

に
劉
達
が
注
し
'
｢楊
雄
書
目
､
斎
油
素
四
尺
｣
と
見
え
る
の
で
改
め
る
｡

(4
)
『西
京
雑
記
』
巻
三
に

｢揚
子
雲
好
事
､
常
懐
鉛
投
棄
従
諸
計
更
､
訪
殊
方
絶
域

四
方
之
語
､
以
為
禅
補
給
軒
所
載
､
亦
洪
意
也
｣
と
あ
る
｡

(5
)
楊
雄
が
上
京
し
た
年
齢
は

『漢
書
』
楊
雄
博
資
に
よ
-

｢四
十
鎗
｣
と
考
え
ら

れ
､
こ
こ
に

｢二
十
七
歳
｣
と
言
う
か
ら
こ
の

｢答
劉
歌
書
｣
を
草
し
た
の
は
楊

雄
七
十
前
の
晩
年
と
判
断
で
き
る
｡

四
(-)

張
伯
松
不
好
雄
賦
頒
之
文
､
然
亦
有
以
奇
之
｡
常
盛
雄
道
､
言
其
父
及
其
先
君

憲
典
訓
､
属
雄
以
此
篇
目
頻
示
之
｡
伯
松
日
､
是
懸
諸

日
月
不
刊
之
書
也
､
文
言
､

(2)

(3
)

(4)

恐
雄
鳥
太
玄
経
､
由
鼠
抵
之
輿
牛
場
也
｡
如
共
用
則
賓
五
稼
､
飽
邦
民
､
否
則
為

(5)

抵
糞
､
棄
之
於
道
央
｡
而
雄
般
之
｡

(6
)

伯
松
興
雄
､
濁
何
徳
慧
､
而
君
輿
雄
､
濁
何
語
隙
､
而
嘗
匿
乎
哉
｡
其
不
努
戎

(7)

馬
高
車
､
令
人
君
坐
幡
幕
之
中
､
知
絶
遊
具
俗
之
語
､
典
流
於
昆
嗣
､
言
列
於
漢

(8
)

籍
､
誠
雄
心
所
絶
極
､
至
精
之
所
想
逮
也
夫
｡
聖
朝
遠
照
之
明
､
使
君
宋
此
､
如

君
之
意
､
誠
雄
散
之
之
骨
也
｡
死
之
日
､
則
今
之
柴
也
｡
不
敢
有
式
､
不
敢
有
愛
｡

少
而
不
以
行
立
於
郷
里
､
長
而
不
以
功
敵
於
麻
官
､
著
訓
於
帝
籍
､
但
言
詞
博

(9
)

覚
､
翰
墨
為
事
｡
誠
欲
崇
而
就
之
､
不
可
以
遠
､
不
可
以
怠
｡
即
君
必
欲
脅
之
以

威
､
陵
之
以
武
､
欲
令
入
之
於
此
､
此
又
未
定
､
未
可
以
見
｡
今
君
叉
終
之
､
則

絵
死
以
後
命
也
｡
而
可
且
寛
傾
延
期
､
必
不
敢
有
愛
｡
雄
之
所
為
､
得
使
君
輔
貫

於
明
朝
､
則
雄
無
限
｡
何
敢
有
匿
｡
唯
執
事
者
圏
之
｡
長
監
於
規
､
繍
之
､
就
死

以
薦
小
､
雄
敢
行
之
｡
謹
因
還
使
､
雄
叩
頭
叩
頭
｡

立
命
館
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要

第

一
暁

張
伯
松

雄
の
賦
煩
の
文
を
好
ま
ず
､
然
れ
ど
も
亦
た
以
て
之
を
奇
と
す
る
こ

か
つ

よ
ろ
こ

と
有
-
｡
常
て
雄
の
為
に
道
ひ
て
､
其
の
父
及
び
其
の
先
君
典
訓
を

喜

ぶ

と
言
ひ
､

た
ま
た

これ

屈
ま
雄

此
の
篇
目
を
以
て
頻
-
に
之
を
示
す
｡
伯
松
日
は
-
､
是
れ
諸
を
日
月

け
づ

つ-

に
懸
-
る
も
刊

ら
ざ
る
の
書
な
-
､
と
｡
又
た
言
ふ
､
雄
の
太
玄
経
を
為

る
や
､

な由
は
鼠
底
と
牛
場
の
ご
と
-
な
る
を
恐
る
｡
如
し
其
れ
用
ふ
れ
ば
則
ち
五
稼
を
安

ら
せ
､
邦
民
を
飽
か
し
む
る
も
､
否
ら
ざ
れ
ば
則
ち
抵
糞
と
鳥
-
､
之
を
道
に
棄

て
ん
､
と
｡
而
れ
ど
も
雄

之
を
般
す
｡

め
ぐ

伯
松
の
雄
に
お
け
る
､
濁
ケ
何
ぞ
徳
も
て

慧

み
て
､
君
の
雄
に
お
け
る
､
猫
-

何
ぞ
譜
-
隠
し
て
､
常
に
匿
す
べ
け
ん
や
｡
其
れ
戎
馬
高
車
を
努
せ
ず
､
人
君
を

し
て
暗
幕
の
中
に
坐
-
､
絶
道
具
俗
の
譜
を
知
ら
し
め
､
典
の
昆
嗣
に
流
れ
､
言

.1の

の
漢
籍
に
列
な
ら
ば
､
誠
に
雄
の
心
の
縄

へ
て
極
ま
る
所
､
至
精
の
想
ひ
蓮
ふ
所

も
しし

な
ら
ん
｡
聖
朝
の
遠
照
の
明
も
て
､
君
を
し
て
此
を
寒
め
し
め
､
君
の
意
の
如
-

す
る
は
､
誠
に
雄
の
之
を
散
ず
る
の
脅
な
-
｡
死
す
る
の
日
も
､
則
ち
今
の
柴
あ

そ
む

を

ら
ん
｡
敢

へ
て
式
-
こ
と
有
ら
ず
､
敦

へ
て
愛
し
む
こ
と
有
ら
ず
｡

少
-
し
て
行
ひ
を
以
て
郷
里
に
立
た
ず
､
長
じ
て
功
を
以
て
嚇
官
に
薪
は
れ
ず
､
を

訓
を
帝
籍
に
著
は
し
､
但
だ
言
詞
博
覧
に
し
て
､
翰
墨
も
て
事
と
為
す
.
誠
に
崇

へ
て
之
を
就
さ
ん
と
欲
し
､
以
て
遣
す
べ
か
ら
ず
､
以
て
怠
る
べ
か
ら
ざ
ら
ん
｡

即
ち
君
の
必
ず
之
を
脅
か
す
に
威
を
以
て
し
､
之
を
陵
ぐ
に
武
を
以
て
せ
ん
と
欲

し
､
之
を
此
に
入
れ
し
め
ん
と
欲
す
れ
ど
も
､
此
れ
叉
た
未
だ
定
ま
ら
ず
､
未
だ

し
め

以
て

見

す
べ
か
ら
ず
｡
今
君
又
た
之
を
終

へ
し
め
ん
と
す
れ
ば
､
則
ち
絵
死
し
て

も

しば
ら

き

以
て
命
に
後
は
ん
｡
而
し
且
-
寛
偶
に
も
期
を
延
ぶ
る
を
可
か
ば
､
必
ず
敢

へ
て

愛
し
む
こ
と
有
ら
ざ
ら
ん
｡
雄
の
為
す
所
の
､
君
を
し
て
明
朝
を
輔
け
貢
が
し
む

る
を
得
ば
､
則
ち
雄
に
恨
み
無
し
｡
何
ぞ
敢

へ
て
匿
す
こ
と
有
ら
ん
｡
唯
だ
事
を

七
九



楊
雄

｢答
劉
歌
書
｣
詳
注

ぬ
ひ
と

執
る
者
之
を
圏
れ
｡
長
-
規
に
監
み
､
之
を
繍
れ
ば
､
死
に
就
-
も
以
て
小
と
為

し
､
雄

敢

へ
て
之
を
行
は
ん
｡
謹
し
ん
で
困
-
て
遣
使
す
｡
雄
叩
頭
叩
頭
｡

張
伯
松
は
私
の
酢
賦
や
煩
を
好
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
､
こ
の
書
は
傑
出
し
て
い

る
と
構
え
ま
し
た
｡
そ
し
て
私
に
い
つ
も
張
氏
の
父
と
組
父
が
訓
話
典
籍
を
好
ん

で
い
た
と
語

っ
て
お
-
ま
し
た
｡
そ
こ
で
私
は

『殊
言
』
の
出
来
上
が
っ
た
篇
目

を
示
し
た
と
こ
ろ
､
張
氏
は

｢
こ
れ
は
日
月
同
様
に
､
高
ら
か
に
掲
げ
て
削
-
義

る
こ
と
の
で
き
な
い
書
物
で
あ
る
｣
と
言
わ
れ
ま
し
た
｡
ま
た
次
の
よ
う
に
も
言

い
ま
し
た
｡
｢楊
君
の

『太
玄
経
』
は
鼠
や
牛
の
糞
の
よ
う
な
も
の
で
､
も
し
利
用

し
た
な
ら
､
五
穀
を
安
ら
せ
民
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
が
､
利
用
で
き
な
け
れ

ば
道
端
に
糞
の
よ
う
に
捨
て
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
｣
と
｡
私
は
お
も
し
ろ
い
言

葉
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
｡

張
氏
が
私
に
特
別
な
恩
徳
を
下
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
-
､
ま
し
て
や
あ
な
た
さ

ま
と
私
に
間
隙
が
あ
る
わ
け
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
｡
ど
う
し
て

『殊
言
』
を
隠
し

立
て
す
る
よ
う
な
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
｡
大
草
や
駿
馬
を
わ
ず
ら
わ
せ
ず
に
､

主
君
は
囲
碁
の
中
に
座
ら
れ
た
ま
ま
､
(『殊
言
』
に
よ
ち

て
)
絶
域
の
異
俗
の
語

を
博
え
､
子
子
孫
孫
ま
で
典
章
が
受
け
渡
が
れ
､
そ
の
語
が
漢
の
典
籍
に
も
列
ね

ら
れ
る
こ
と
は
､
私
に
と
っ
て
こ
れ
以
上
に
な
い
喜
び
で
あ
-
､
衷
心
よ
-
の
願

望
で
あ
-
ま
す
｡
輝
か
し
い
朝
廷
の
御
明
察
に
よ
っ
て
､
貴
君
が
本
書
を
御
求
め

に
な
り
､
望
ま
れ
る
通
-
に
本
書
を
献
上
す
る
こ
と
は
､
私
に
と
っ
て

『殊
言
』

を
康
め
る
誠
に
絶
好
の
機
倉
で
あ
-
､
た
と
え
死
ん
で
も
得
難
い
光
栄
で
ご
ざ
い

ま
す
｡
ど
う
し
て
敢
え
て
背
い
て
､
『殊
言
』
を
出
し
惜
し
む
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

し
ょ
う
か
｡

八

〇

若
-
し
て
郷
里
に
行
い
を
構
え
ら
れ
る
こ
と
な
-
､
長
じ
て
も
朝
廷
に
功
績
を

示
す
こ
と
な
-
､
書
物
を
著
し
て
国
書
に
加
え
､
た
だ
虞
-
文
節
を
閲
し
､
著
述

に
励
ん
で
ま
い
-
ま
し
た
｡
で
す
か
ら
心
よ
-

『殊
言
』
の
編
集
を
終
え
て
完
成

さ
せ
た
い
と
願

っ
て
お
-
､
や
-
残
す
こ
と
無
-
､
滞
ら
せ
ず
に
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
｡
で
す
か
ら
た
と
え
貴
君
が
威
を
も
っ
て
脅
か
し
､
武
を
も

っ
て
迫
-
､

『殊
言
』
を
著
録
し
た
い
と
申
さ
れ
ま
し
て
も
､
本
書
は
な
お
未
定
稿
で
あ
り
､

御
見
せ
で
き
る
も
の
で
は
あ
-
ま
せ
ん
｡
す
ぐ
に
完
成
さ
せ
よ
と
貴
君
が
申
さ
れ

ま
す
な
ら
ば
､
首
を
-
-

つ
て
御
命
令
に
し
た
が
う
こ
と
と
い
た
し
ま
す
｡
慨
に

も
し
寛
大
に
も
期
限
の
延
期
を
許
さ
れ
ま
す
な
ら
､
必
ず
や
出
し
惜
し
み
は
い
た

し
ま
せ
ん
｡
私
の
為
す
事
で
､
貴
君
が
朝
廷
を
助
け
貢
戯
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

な
ら
ば
､
私
の
逆
ら
う
は
ず
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
｡
ど
う
し
て
隠
し
立
て
な
ど
い
た

し
ま
し
ょ
う
か
｡
ど
う
か
事
情
を
御
理
解
い
た
だ
き
､
御
高
配
-
だ
さ
い
｡
長
-

典
範
を
斜
酌
し
て
本
書
を
ま
と
め
上
げ
､
死
を
も
恐
れ
ず
敢
然
と
決
行
い
た
し
ま

す
｡
以
上
を
も

っ
て
御
返
事
と
し
､
謹
し
ん
で
使
者
を
お
返
し
い
た
し
ま
す
｡
雄
､

叩
頭
､
叩
頭
｡

(-
)
張
伯
松
は
張
殊
の
こ
と
｡
後
に
見
え
る

｢其
父
｣
は
張
吉
､
｢其
先
君
｣
は
張
徴

を
指
す
｡
張
敵
は
宣
帝
の
時

『蒼
韻
』
を
学
び
､
そ
の
後
張
吉
､
張
殊
も
小
学
を

治
め
た
こ
と
を
戴
震

『方
言
疏
謹
』
が
指
摘
し
て
い
る
｡
な
お

『漢
書
』
瀞
侠
博

に
は
､
楊
雄
の

｢酒
蔵
｣
を
め
ぐ
る
張
疎
と
陳
達
の
封
話
が
見
え
る
｡

(2
)
『太
玄
経
』
は
､
『漢
書
』
楊
雄
博

(自
序
)
や

『漢
書
』
華
文
意
で
は

『太
玄
』

と
表
記
さ
れ
て
お
-
､
｢経
｣
字
を
加
え
自
ら

｢太
玄
経
｣
と
稗
す
る
唯

1
の
例
で

あ
る
｡
他
の

｢経
｣
字
を
加
え
る
記
述
は
､
『後
漢
書
』
張
衡
傍
注
引
-
桓
苛

『新

論
』
の

｢玄
経
｣､
『論
衡
』
超
奇
の

｢太
玄
経
｣
が
あ
る
｡

(3
)
『古
文
苑
』
章
樵
注
に

｢低
音
堰
､
場
音
傷
､
皆
糞
也
｡
方
言
､
梁
宋
之
間
､
枇



貯
針
鼠
之
場
謂
之
低
｣
と
あ
る
｡

(4
)
｢資
｣
は
も
と

｢賓
｣

(5
)
｢般
｣
は

『古
文
苑
』

(6
)
｢慧
｣
は

『古
文
苑
』

(7
)
劉
歌
の

｢輿
楊
雄
書
｣

に
作
る
が
､
『古
文
苑
』
に
よ
-
改
め
る
｡

章
樵
注
に

｢般
'
蒲
官
切
｡
架
也
｣
と
あ
る
｡

章
樵
注
に

｢漢
人
用
慧
字
､
多
輿
恵
通
｣
と
あ
る
｡

に

｢今
聖
朝
留
心
典
詰
､
費
精
於
殊
語
､
欲
以
験
考
四

方
之
事
､
不
労
戎
馬
高
車
之
使
､
坐
知
億
俗
､
通
子
雲
嬢
意
之
秋
也
｣
と
あ
る
｡

(8
)
｢夫
｣
は
も
と

｢扶
｣
に
作
る
が
､
黄
侃

『文
心
願
龍
札
記
』
二

九
六
二
年
､

中
華
書
局
)
書
記
篇
が

｢雷
鳥
夫
｣
と
言
い
､
ま
た

｢也
夫
｣
と
句
護
を
棲
け
る

の
に
従
う
｡

(9
)
も
と

｢欲
｣
の
下
に

｢以
｣
字
が
あ
る
が
､
『古
文
苑
』
に
よ
り
削
る
0

立
命
館
白
川
静
記
念
東
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